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令和３年２月定例会・
４月臨時会

　令和３年２月定例県議会は、２月１８日に
開会し、３０日間の会期を経て、３月１９日に
閉会しました。
　本定例会では、令和３年度佐賀県一般会
計予算案など８１件の議案等が審議され、予
算議案３５件、条例議案２３件、条例外議案１４
件、意見書案２件が可決、予算専決議案１
件が承認及び人事議案の３件が同意されま
した。

２月定例会概要
　令和３年４月臨時県議会は、４月２０日に開会し、３日
間の会期を経て、４月２２日に閉会しました。
　本臨時県議会では、議長及び副議長の選挙が行われた
ほか、各常任委員会、各特別委員会及び議会運営委員会
の委員の選任並びに正副委員長の互選が行われました。
　このほか、「令和３年度佐賀県一般会計補正予算（第１
号）の専決処分について」の議案が承認、「教育長の任命
について」及び「監査委員の選任について」の議案が同
意されました。

４月臨時会概要

【２月定例会】令和３年度佐賀県当初予算案などを可決しました【２月定例会】令和３年度佐賀県当初予算案などを可決しました
【４月臨時会】各委員会の構成などが決まりました【４月臨時会】各委員会の構成などが決まりました

各委員会の構成などは、８ページに掲載しています。各委員会の構成などは、８ページに掲載しています。

◦２月定例会、４月臨時会の概要など 	 １
◦本会議質問　主な代表質問と１５人の議員が行った主な一般質問と答弁要旨 	 ２～５
◦委員会の概要　各常任・特別委員会の主な審議事項等 	 ６～７
◦委員会構成、可決された条例、意見書など 	 ８

主
な
内
容

佐賀県議会 検　索 ➡➡

「インターネット議会録画」や
「会議日程」、「会議録」などが
ご覧いただけます。

　令和３年度当初予算関係では、令和３年度佐賀県一般会計予算案（総額約５，５６４億６，３００万円、対前年比
１４．６％増）のほか、災害救助基金特別会計予算案、工業用水道事業会計予算案など１７件の予算案が原案どおり
可決されました。
　令和２年度補正予算関係では、令和２年度佐賀県一般会計補正予算案（第１０号）のほか、災害救助基金特別
会計予算案、工業用水道事業会計予算案など１８件の補正予算案が原案どおり可決されました。なお、令和２年
度佐賀県一般会計補正予算案は、新型コロナウイルス感染症に対応するため緊急に措置を要するものについて、
開会日翌日に繰上採決を行った議案分を含め、総額約６，２４０億２，３６７万円（対前年比３１．５％増）となりました。

令和３年度当初予算など成立

県
民
の
み
な
さ
ま
へ

　
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か

ら
県
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
全
世
界
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
我
が
国
で
も
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々

に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受

け
ら
れ
て
い
る
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
議
会
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

は
も
と
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
重
大
な
影
響

を
受
け
た
産
業
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
特
に
重
要
な
問
題
だ
と
考
え

て
お
り
、
執
行
部
と
共
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
本
県
に
は
九
州
佐
賀
国

際
空
港
へ
の
陸
上
自
衛
隊
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
、
九
州
新
幹
線
西
九
州

ル
ー
ト
整
備
、
有
明
海
の
再
生
な

ど
国
政
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
が

あ
り
、
こ
の
大
切
な
時
期
に
議
長
・

副
議
長
に
就
任
し
た
責
任
の
重
さ

を
感
じ
る
と
共
に
全
身
全
霊
を

以
っ
て
課
題
解
決
に
向
け
対
処
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
今
後
と
も
、
県
民
の
皆
さ
ま
の

期
待
と
信
頼
に
応
え
な
が
ら
、
県

議
会
と
し
て
の
使
命
が
果
た
せ
る

よ
う
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

�

議
　
長
　
藤
木
卓
一
郎

�

副
議
長
　
原
田
　
寿
雄
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■
質
問
議
員

二
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）

●
藤
木
卓
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
崎
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

三
月
二
日
（
火
曜
日
）

●
冨
田
幸
樹
（
自
由
民
主
党
）

●
徳
光
清
孝
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
井
上
祐
輔
（
日
本
共
産
党
）

●
木
村
雄
一
（
公
明
党
）

●
一
ノ
瀬
裕
子
（
佐
賀
讃
花
の
会
）

三
月
三
日
（
水
曜
日
）

●
野
田
勝
人
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
西
久
保
弘
克
（
自
由
民
主
党
）

●
定
松
一
生
（
自
由
民
主
党
）

●
土
井
敏
行
（
自
由
民
主
党
）

●
池
田
正
恭
（
自
由
民
主
党
）

三
月
四
日
（
木
曜
日
）

●
古
川
裕
紀
（
自
由
民
主
党
）

●
八
谷
克
幸
（
自
由
民
主
党
）

●
原
田
寿
雄
（
自
由
民
主
党
）

●
弘
川
貴
紀
（
自
由
民
主
党
）

●
稲
富
正
敏
（
自
民
党
・
鄙
の
会
）

※
質
問
順

代
表
質
問

一
般
質
問

す
る
取
組
や
、
企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
の
支
援
な
ど

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
佐
賀
の
本
質
的
な
価
値
を
未
来

に
つ
な
ぐ
施
策
と
し
て
、
長
崎
本
線
沿
線
を

楽
し
む
仕
掛
け
づ
く
り
や
、
唐
津
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
―
Ａ
Ｉ
Ｒ
佐
賀
」、
移
住

促
進
施
策
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
６５
」
な
ど
を

具
現
化
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
今
、
企
画
力
、
構
想
力
、
想
像
力
、
そ
し

て
、
団
結
力
を
も
っ
て
未
来
の
た
め
の
布
石

を
打
ち
、
県
政
を
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
県
民
か
ら
は
「
ワ

ク
チ
ン
の
効
能
や
副
反
応
な
ど
の
情
報
が
少

な
い
中
で
接
種
の
判
断
を
す
る
の
は
不
安
に

感
じ
る
。」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
市
町
な
ど

関
係
者
か
ら
も
「
集
団
接
種
の
会
場
を
確
保

す
る
に
し
て
も
、
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か
さ

え
明
確
で
な
い
た
め
確
保
が
困
難
」
な
ど
の

課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
国
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
目
的
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
を
予
防
し
、

重
症
化
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
た
め
と
し
、

健
康
福
祉

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
応

問

実
施
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
一
方
で
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
か
ど
う
か
は
最
終
的

に
は
個
人
の
判
断
と
し
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を

県
民
に
伝
え
、
国
が
求
め
る
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
率
を
上
げ
る
た
め
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
県
内
で

は
令
和
３
年
２
月
２２
日
か
ら
医
療
従

事
者
等
へ
の
先
行
接
種
が
始
ま
っ
て
お
り
、

３
月
上
旬
か
ら
は
一
般
の
医
療
従
事
者
等
へ

の
優
先
接
種
を
、
そ
の
後
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
へ
の
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

　
県
と
し
て
は
接
種
し
た
い
県
民
の
皆
様
が

円
滑
に
接
種
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
お
り
、
市
町
医
師
会
な
ど
と

連
携
、
調
整
し
な
が
ら
、
一
般
の
医
療
従
事

者
な
ど
へ
の
優
先
接
種
の
体
制
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
過
去
に
例
を
見
な
い
規
模
で

の
接
種
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
市
町

を
、
医
師
会
と
連
携
、
協
議
し
な
が
ら
支
援

し
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
か
ど
う
か
は
最
終

的
に
は
県
民
自
ら
の
意
思
で
判
断
い
た
だ
く

も
の
で
あ
る
。
県
民
の
皆
様
が
接
種
す
る
か

ど
う
か
、
安
心
し
て
正
し
く
判
断
で
き
る
よ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
媒
体
を
活

用
し
、
正
確
な
情
報
を
で
き
る
だ
け
早
く
お

伝
え
し
て
い
く
。

答

　
　
　
令
和
３
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

据
え
な
が
ら
の
県
政
運
営
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
人
々
に
希
望
を
与

え
る
県
政
運
営
へ
の
期
待
は
大
き
い
と
考
え

る
。
知
事
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
当
初
予

算
を
編
成
し
た
の
か
。

　
　
　
今
回
は
、
２
月
補
正
と
当
初
予
算
を

合
わ
せ
て
、
全
体
を
一
つ
と
し
て
コ

ロ
ナ
対
策
を
第
一
に
考
え
た
予
算
で
あ
り
、

そ
の
上
で
、
今
、
打
つ
べ
き
施
策
、
未
来
を

見
据
え
た
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
医
療
・
介
護
・
保

育
の
現
場
な
ど
へ
の
佐
賀
型
エ
ー
ル
支
援

金
や
、
佐
賀
型
中
小
事
業
者
応
援
金
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
に
よ
る
医
療
現
場
を
支
え
る
取

組
な
ど
。
今
、
打
つ
べ
き
施
策
で
は
、
佐
賀

の
医
療
を
担
う
医
師
の
育
成
・
定
着
を
支
援

す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ　
Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
―
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、
相
談
ア
プ
リ
「
マ
マ
リ
」

を
活
用
し
た
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
ま
で
の
一

貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
な
ど
。
未
来
を
見
据
え
た

施
策
で
は
、
高
校
の
産
業
教
育
設
備
を
一
新

代
表
質
問

政
策
・
総
務

知
事
の
政
治
姿
勢

問答

本
会
議
質
問

　

本
会
議
で
は
、
２
月
２６
日
に
代
表
質

問
、
３
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
一
般

質
問
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
質
問
・
答

弁
の
内
容
を
中
心
に
、
県
政
全
般
に
わ
た

り
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

佐
賀
県
議
会

録
画
放
送
ペ
ー
ジ
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地
方
創
生
は
、「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
意
識
で
は
成
功
し
な
い
。
地

域
に
住
む
方
々
が
自
分
た
ち
の
地
域
に
誇
り

を
持
ち
、
自
分
た
ち
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
呼
子
の
ま
ち
な

み
保
存
協
議
会
の
取
組
や
、
厳
木
の
芸
術
環

境
の
森
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
自
分
た
ち
で

活
動
す
る
過
程
を
応
援
し
、
す
ば
ら
し
い
唐

津
が
本
来
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
打
ち
出
せ

る
よ
う
に
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】

　	

繁
殖
雌
牛
の
種
付
け
か
ら
分
娩
ま
で
の
各

過
程
を
農
家
に
代
わ
っ
て
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、受
胎
率
の
向
上
や
農
家
の
労
働
力

軽
減
を
図
る
た
め
の
繁
殖
支
援
施
設
の
こ

と
。

域
へ
の
誇
り
、
シ
ビ
ル
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
も

の
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
極
め
て
大
切
な

要
素
だ
と
確
信
し
た
。

　
大
隈
侯
は
、構
想
力
、想
像
力
を
持
っ
て
、

日
本
の
近
代
化
に
向
け
た
数
多
く
の
事
業
を

牽
引
さ
れ
た
。
そ
の
多
岐
に
わ
た
る
比
類
な

き
功
績
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
し
て
「
大
隈

重
信
１
０
０
年
ア
カ
デ
ミ
ア
」
を
開
校
し
、

佐
賀
へ
の
誇
り
、
愛
着
を
さ
ら
に
深
め
る
大

変
貴
重
な
１
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
と
似

た
、
時
代
の
転
換
期
に
活
躍
し
た
大
隈
侯
の

思
い
や
功
績
に
触
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に

前
を
向
い
て
進
む
た
め
の
力
を
与
え
て
く
れ

る
と
考
え
る
。

　
佐
賀
に
は
文
化
、
歴
史
の
素
材
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
佐
賀
の
誇
り
を
取
り
戻
し
、
積
み

重
ね
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
知
事
は
、
２
月
定
例
県
議
会
の
提
案

事
項
説
明
の
中
で
、「
唐
津
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
進
め
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。

　
唐
津
・
玄
海
地
域
は
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
若
者
の
県
外
就
職
が
多
く
、

第
一
次
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し
く

唐
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問

　
　
　
県
で
は
、
佐
賀
が
輩
出
し
た
偉
人
・

大
隈
重
信
侯
の
１
０
０
回
忌
を
契
機

に
、「
大
隈
重
信
１
０
０
年
ア
カ
デ
ミ
ア
」

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
県
が
、
２

度
の
総
理
大
臣
や
早
稲
田
大
学
創
設
だ
け
で

は
な
い
大
隈
侯
の
数
々
の
功
績
を
広
く
発
信

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

機
会
に
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
功
績
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
多
く
の
方
々
に
認
識
し
て
ほ
し
い

と
考
え
る
。

　
大
隈
侯
を
は
じ
め
、
佐
賀
が
誇
る
七
賢
人

な
ど
を
、
歴
史
的
な
区
切
り
を
捉
え
て
振
り

返
り
、
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
は
大
変

重
要
だ
と
思
う
が
、
知
事
は
ど
の
よ
う
な
考

え
で
、
こ
の
取
組
を
進
め
よ
う
と
考
え
た
の

か
。

　
　
　
知
事
就
任
当
初
、
佐
賀
に
は
歴
史
、

文
化
な
ど
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佐
賀
の
誇
り
と
い

う
も
の
に
光
が
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

現
代
を
生
き
る
我
々
に
必
ず
し
も
充
分
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
そ

し
て
、
佐
賀
県
が
躍
進
す
る
た
め
に
は
、
地

一
般
質
問

政
策
・
総
務

大
隈
重
信
１
０
０
年
ア
カ
デ
ミ
ア

問答

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
が
本
来

持
っ
て
い
る
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
唐
津
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、大
い
に
期
待
し
て
い
る
が
、

知
事
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　
　
　

唐
津
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
佐
賀

牛
R
」
の
主
要
産
地
で
あ
る
唐
津
地

域
に
お
い
て
全
国
で
も
最
大
規
模
と
な
る
ブ※

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
佐
賀
牛
い

ろ
は
フ
ァ
ー
ム
」
を
整
備
す
る
ほ
か
、「
は

じ
ま
り
の
名
護
屋
城
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

玄
海
漁
業
の
ス
マ
ー
ト
化
実
証
な
ど
、
様
々

な
事
業
を
組
み
立
て
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
唐
津
は
豊
穣
の
海
・
玄
海
と
脊
振
山
系
の

美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
エ
リ
ア
内
の
地
域

そ
れ
ぞ
れ
に
自
然
、歴
史
、文
化
が
育
ん
だ
、

個
性
豊
か
で
、
魅
力
的
な
地
域
資
源
に
あ
ふ

れ
て
い
る
。

　
一
方
、
平
成
２２
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
の

人
口
比
は
、
佐
賀
市
は
２
・
１
％
の
減
、
鳥

栖
市
は
８
・
０
％
の
増
に
対
し
、
唐
津
市
と

玄
海
町
を
合
わ
せ
た
エ
リ
ア
は
８
・
７
％
の

減
と
い
う
突
出
し
た
減
少
率
と
な
っ
て
お

り
、こ
う
し
た
現
状
に
向
き
合
っ
た
う
え
で
、

唐
津
が
持
つ
本
来
の
魅
力
を
ど
う
活
か
す
か

が
課
題
と
考
え
る
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
も
、
波
戸
岬
キ
ャ
ン
プ
場

の
再
整
備
、
サ
ガ
プ
ラ
イ
ズ
！
に
よ
る
人
気

ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
な

ど
、
点
的
な
支
援
を
や
っ
て
き
て
い
る
が
、

答

▲	「はじまりの名護屋城。」プロジェクトの一環で開催
されたサイクリングイベントの様子

▲	

日
本
初
の
鉄
道
は
海
の
上
を

通
っ
た
。話
題
の「
高
輪
築

堤
」が
わ
か
る「
大
隈
重
信

１
０
０
年
ア
カ
デ
ミ
ア
」特

別
動
画（
音
声
が
流
れ
ま
す
）
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令
和
２
年
１２
月
２５
日
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
に
係
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

推
進
を
図
る
た
め
、「
第
５
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
法
律
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
２１
世
紀
の
我
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

健
康
福
祉

男
女
共
同
参
画
の
推
進

問

て
ベ※

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
の
投
資
誘

致
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
利
活
用

促
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
画
期
的
な

新
素
材
な
ど
に
は
、
創
業
後
数
年
は
開
発
費

な
ど
で
大
き
な
赤
字
を
計
上
す
る
も
の
も
多

く
、
銀
行
融
資
で
は
思
い
切
っ
た
事
業
展
開

が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
な
ど
か
ら
の
出
資
が
必
要
と
い
う
の

は
理
解
で
き
る
が
、
本
県
の
よ
う
な
地
方
の

場
合
、
こ
の
よ
う
な
資
金
の
出
し
手
は
皆
無

に
等
し
く
、
結
果
、
県
外
、
さ
ら
に
は
海
外

の
フ
ァ
ン
ド
や
投
資
家
に
活
路
を
求
め
ざ
る

を
得
な
い
。こ
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
課
題
に
、

県
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
出
し
手

は
、
現
状
、
東
京
な
ど
都
市
部
に
遍
在
し
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
令
和
２
年
度
に
「
ベ

答

分
野
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

に
関
す
る
施
策
な
ど
の
推
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
各
都
道
府
県
段
階
で
の
取
組

に
さ
ら
な
る
努
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
に
お
い
て
も
、
来
年
度
か
ら
５
年
間
に

わ
た
る
、
第
５
次
佐
賀
県
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
県
で
は
平
成
１３
年
に
佐
賀

県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、
５

年
ご
と
に
見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
施
策

を
展
開
し
て
き
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
７
年

答

度
が
計
画
期
間
と
な
る
第
５
次
計
画
で
は
、

男
女
共
同
参
画
推
進
の
基
盤
づ
く
り
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ

く
り
、
女
性
が
活
躍
し
、
男
女
が
共
に
参
画

す
る
社
会
づ
く
り
の
３
つ
を
基
本
方
向
と

し
、
重
点
目
標
を
定
め
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
第
４
次
計
画
で
目
標
に
達
し
て

い
な
い
項
目
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
社
会
情
勢
に
応
じ
た
新
た
な
視
点
で

の
施
策
も
推
進
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
向
け
、
男
性

だ
け
で
は
な
く
、
女
性
も
対
象
に
し
た
男
女

双
方
の
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
意
識
改
革
、

行
動
変
革
を
進
め
る
こ
と
、
ま
た
、
防
災
、

復
興
の
分
野
に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画

の
視
点
を
盛
り
込
み
、
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　
引
き
続
き
、
様
々
な
分
野
で
男
女
共
同
参

画
の
実
現
を
目
指
し
、
市
や
町
、
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
令
和
３
年
度
新
規
の
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ

ｕ
ｐ
の
聖
地
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
づ
く
り
事

業
」
に
は
、「
資
金
調
達
支
援
事
業
」
と
し

産
業
労
働

未
来
を
見
据
え
た
産
業
振
興

問

▲	エンジェル投資家などから指導を受ける県
内の起業家

第５次佐賀県男女共同参画基本計画の基本方向・重点目標

男女共同参画推進の基盤づくり（基本方向１）

【重点目標】

（１）男女共同参画について男女双方の意識の形成
（２）幼少期からの男女共同参画について男女双方の意識の形成

目指す社会

（基本方向２）
安全・安心に暮らすことが
できる社会づくり

【重点目標】

（３）男女間のあらゆる暴力の
根絶

（４）生涯を通じた男女の健康
支援

（５）生活に困難を抱えたあら
ゆる人が安心して暮らせ
る支援と多様性を尊重す
る環境の整備

（６）防災・復興における男女
共同参画の推進

社会的視点

【重点目標】

（７）女性の活躍推進と男性
の意識改革・行動変革

（８）政策・方針決定過程へ
の女性の参画の推進　

（９）仕事と家庭・地域生活
が両立する環境づくり

（基本方向３）
女性が活躍し、男女がともに
参画する社会づくり

経済的視点
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学
、
国
、
関
係
県
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、

試
験
研
究
の
進
捗
を
図
り
、
成
果
を
出
し

て
い
く
こ
と
で
、
ノ
リ
養
殖
の
安
定
し
た
生

産
や
二
枚
貝
等
の
水
産
資
源
の
回
復
を
漁
業

者
の
皆
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
学
校
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
・
多

様
化
す
る
中
で
、
き
め
細
か
な
教
育

を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
教
員
を
志
す
者
、

教
員
採
用
試
験
を
受
験
す
る
者
を
増
や
し
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
先
般
、
本

県
の
教
員
採
用
試
験
に
お
け
る
小
学
校
教
員

の
採
用
倍
率
が
全
国
最
低
の
１
・
４
倍
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
県
教
育
委
員
会
に
は
、
教

職
に
対
す
る
多
忙
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

と
と
も
に
、
教
職
の
持
つ
、
や
り
が
い
や
佐

賀
県
で
教
職
に
就
く
こ
と
の
魅
力
を
も
っ
と

発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
今

後
、
教
員
の
確
保
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
採
用
倍
率
が
低
下
し
た
要
因
は
あ
る

程
度
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
特
に
小

学
校
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
大
量
に
採
用
し

教
　
育

教
員
の
確
保

問答

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
等
投
資
促
進
事
業
」

と
し
て
、
県
内
の
起
業
家
に
出
資
の
意
向
が

あ
る
投
資
家
な
ど
と
県
が
協
定
を
締
結
し
、

そ
れ
を
有
望
な
起
業
家
へ
紹
介
し
た
り
、
県

内
の
起
業
家
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
県
外
の
投
資
家

が
投
資
し
た
い
と
思
え
る
内
容
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
短
期
集
中
の
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
昨
年
、
大
手

の
信
託
銀
行
と
共
同
で
設
立
さ
れ
た
フ
ァ
ン

ド
運
営
会
社
な
ど
２
社
と
県
が
協
定
を
締
結

す
る
な
ど
、
幾
つ
か
の
フ
ァ
ン
ド
や
投
資
家

と
は
接
点
が
で
き
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
定
の
評
価
や
信
頼
も
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、こ
う
し
た
蓄
積
を
生
か
し
な
が
ら
、

今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
有
明
海
で
は
、
平
成
１２
年
に
大
規
模

な
ノ
リ
の
色
落
ち
被
害
が
発
生
し
、

【
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
】

　	

個
人
投
資
家
や
機
関
投
資
家
、事
業
会
社
な

ど
か
ら
集
め
た
資
金
を
、高
い
成
長
が
見
込

ま
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
提
供
す
る
投

資
会
社
。

農
林
水
産

有
明
海
の
水
産
業
振
興

問

諫
早
湾
干
拓
事
業
の
推
進
と
絡
ん
で
社
会
問

題
化
し
た
こ
と
か
ら
、
海
域
環
境
変
化
の
原

因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
国
、

県
、
大
学
等
に
よ
る
様
々
な
調
査
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
。

　
有
明
海
の
養
殖
ノ
リ
や
二
枚
貝
の
安
定
生

産
の
た
め
に
、
県
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

　
　
　
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ノ
リ
養
殖
に
つ
い
て
、
病
害
や
色
落

ち
対
策
な
ど
に
関
す
る
研
究
を
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
、
毎
年
発
生
し
被
害
を
及
ぼ
し

て
い
る
、
ツ
ボ
状
菌
病
の
早
期
発
見
に
関
す

る
研
究
や
、
色
落
ち
対
策
と
し
て
実
施
す
る

施
肥
の
よ
り
効
果
的
な
方
法
に
関
す
る
研
究

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
二
枚
貝
類
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ラ
ギ
や
ア

ゲ
マ
キ
で
は
稚
貝
の
生
産
と
放
流
に
よ
る
母

貝
団
地
造
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
育
に

適
し
た
環
境
条
件
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
と
り
わ
け
タ
イ
ラ
ギ
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
初
め
て
佐
賀
生
ま
れ
、
佐
賀
育

ち
の
稚
貝
の
放
流
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。さ
ら
に
、有
明
海
漁
協
が
行
っ
て
い
る
、

ノ
リ
摘
み
等
の
省
力
化
を
図
る
「
摘
採
専
用

船
」
の
実
証
試
験
に
つ
い
て
も
、
試
験
区
の

設
定
や
評
価
方
法
等
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ

て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
有
明
海

に
近
く
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
研
究
実
績
が

あ
る
地
元
佐
賀
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大

答

た
世
代
が
何
年
か
前
か
ら
定
年
退
職
を
迎
え

て
い
る
こ
と
や
、
特
別
支
援
学
級
の
増
加
に

伴
い
、
必
要
な
教
員
を
確
保
す
る
た
め
に
採

用
数
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
小
学

校
教
員
の
採
用
数
は
、
１０
年
前
は
５０
人
前
後

で
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
は
２
０
０
名
程

度
と
約
４
倍
に
な
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て

倍
率
も
下
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
教
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、特
定
の
免
許
や
資
格
、

経
験
な
ど
を
有
す
る
者
に
対
す
る
採
用
試
験

に
お
け
る
加
点
制
度
の
導
入
な
ど
様
々
な
取

組
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
の
採
用
の

選
考
試
験
で
は
、
過
去
に
公
立
学
校
の
正
規

職
員
と
し
て
３
年
以
上
の
勤
務
経
験
が
あ
る

方
の
第
一
次
試
験
の
免
除
な
ど
も
予
定
し
て

い
る
。

　
職
場
環
境
の
改
善
の
面
で
は
、
部
活
動
指

導
員
や
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
い
っ
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
学
校
に
配
置
・

派
遣
す
る
こ
と
で
、
授
業
以
外
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
減
ら
す
な
ど
、教
員
の
業
務
支
援
、

負
担
軽
減
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
も
教
員
採
用
試
験
の
見
直
し
、
あ
る

い
は
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
発
信
し
て
い
っ
て
、

魅
力
あ
る
職
場
で
あ
る
こ
と
を
、
教
員
を
志

す
方
々
に
訴
え
て
い
き
た
い
。
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委
員
会

　

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の
審

議
の
過
程
で
、付
託
議
案
等
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
や
要
望
、
質
疑
事
項

が
申
し
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
２３
件
が
原
案
可
決
、
２
件
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

佐
賀
県
給
与
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

さ
が
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
推
進
事
業

の
狙
い
や
内
容
、
今
後
の
取
組

・�

佐
賀
県
政
史
の
出
版
の
目
的
や
編
纂
の
進

捗
状
況
及
び
県
政
史
の
活
用
方
策

・�

魅
力
あ
る
私
学
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事

業
に
よ
る
情
報
発
信
支
援
や
期
待
さ
れ
る

効
果
及
び
今
後
の
取
組

・�

私
立
学
校
支
援
の
目
的
、
私
立
高
等
学
校

へ
の
支
援
の
内
容
や
実
績
、
県
の
関
わ
り

方
及
び
県
民
の
相
談
へ
の
対
応
状
況

・�

県
警
察
に
お
け
る
太
宰
府
事
件
の
位
置
づ

け
、
提
言
を
出
し
た
公
安
委
員
会
の
思
い

総
務
常
任
委
員
会

や
提
言
へ
の
県
警
察
の
対
応
及
び
御
遺
族

の
申
出
に
対
す
る
今
後
の
対
応

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
２０
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

公
立
学
校
職
員
特
殊
勤
務
手
当
及
び
へ
き

地
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

コ
ロ
ナ
禍
で
拡
充
さ
れ
た
国
の
各
種
支
援

策
の
利
用
状
況
及
び
生
活
困
窮
者
一
時
生

活
支
援
事
業
の
経
緯
と
事
業
概
要
並
び
に

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
今
後
の
県
の
取
組

・�

生
活
保
護
の
相
談
件
数
、
申
請
件
数
、
開

始
件
数
、
受
給
世
帯
数
の
推
移
と
、
申
請

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

者
、
受
給
者
へ
の
対
応
及
び
福
祉
事
務
所

や
利
用
者
へ
の
周
知
な
ど
、
制
度
を
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
の
今
後
の
取
組

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
に

用
い
ら
れ
る
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
の
整
備
状
況
や
使

用
実
績
及
び
県
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る

人
材
の
確
保
状
況

・�

県
立
学
校
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
と
そ
の

要
因
及
び
「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
の
改
正
を
踏
ま
え
た
県
教
育
委
員

会
の
対
応
並
び
に
学
校
現
場
の
働
き
方
改

革
に
向
け
た
今
後
の
県
教
育
委
員
会
の
取
組

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
２１
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�「
佐
賀
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等

基
本
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

産
業
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
た
取
組
と
「
中

小
企
業
Ｄ
Ｘ
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
創

出
事
業
」
の
取
組
状
況
、
製
造
業
等
Ｄ
Ｘ

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
創
出
の
進
め
方

及
び
未
来
に
向
け
た
産
業
振
興

・�

海
洋
温
度
差
発
電
技
術
の
位
置
づ
け
と
そ

の
取
組
、
温
泉
温
度
差
発
電
の
概
要
と
Ｐ

Ｒ
の
必
要
性

・�

タ
イ
ラ
ギ
資
源
の
回
復
に
お
け
る
母
貝
集

団
の
重
要
性
や
国
や
有
明
海
沿
岸
三
県
と

協
調
し
た
取
組
内
容
、
佐
賀
県
産
タ
イ
ラ

ギ
人
工
種
苗
の
こ
れ
ま
で
の
生
産
状
況
や

放
流
状
況
と
放
流
後
の
追
跡
調
査
等
の
取

組
及
び
タ
イ
ラ
ギ
資
源
の
回
復
に
向
け
た

今
後
の
取
組

佐
賀
県
議
会

録
画
放
送
ペ
ー
ジ

▲	農林水産商工常任委員会による佐賀県農業大
学校（佐賀市）の視察

▲	総務常任委員会による防災航空センター（佐賀市）の
視察

▲	文教厚生常任委員会による北山キャンプ場（佐賀
市）の視察
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・�

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ん
き
つ
新
品
種「
に
じ
ゅ

う
ま
る
」
の
特
徴
や
現
在
の
普
及
状
況
と

今
後
の
普
及
策
及
び
今
年
の
販
売
店
舗
と

販
売
戦
略

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
１４
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・
請
負
契
約
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

岸
岳
城
跡
の
文
化
財
的
価
値
に
つ
い
て
の

県
の
認
識
と
、
中
世
か
ら
近
世
の
山
城
の

認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
情
報
発
信
と
活

用
の
必
要
性

・�

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ク
ア
の
工
事
に
お
い
て
、
建

物
の
柱
の
上
部
が
想
定
よ
り
も
外
側
に
開

地
域
交
流
・県
土
整
備
常
任
委
員
会

い
て
い
た
こ
と
の
原
因
と
そ
の
後
の
対
応

及
び
今
後
の
建
物
や
維
持
管
理
等
へ
の
影
響

・�

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
入
れ
に
関

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
や
募

集
状
況
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

・�

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
の
利
用
状
況
を
踏
ま

え
た
招
待
券
配
布
の
取
組
や
、
神
埼
・
吉

野
ヶ
里
エ
リ
ア
の
交
流
人
口
増
加
に
向
け

た
開
園
２０
周
年
を
契
機
と
し
た
事
業
の
概
要

委
員
会
審
議

　
３
月
１５
日
に
付
議
事
件
に
つ
い
て
執
行
部

に
対
す
る
委
員
会
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
基
本
的

な
感
染
対
策
や
換
気
の
重
要
性

・�

保
健
福
祉
事
務
所
や
医
療
現
場
の
状
況
と

負
担
軽
減
策

・�

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
等
へ
の
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
の
配
付
概
要
と
検
査
キ
ッ
ト
を

活
用
す
る
た
め
の
指
針
の
必
要
性

・�

県
内
の
感
染
後
遺
症
の
現
状
と
後
遺
症
の

ケ
ア
へ
の
県
の
考
え
方
及
び
大
阪
府
泉
大

津
市
の
取
組
み
に
対
す
る
県
の
所
見

・�

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴
や
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
と
接
種
に
よ
る
有
効
性
及
び
集

団
免
疫
の
獲
得
の
必
要
性

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等

特
別
委
員
会

・�

県
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
め
方
と
実
施
主

体
の
市
町
の
準
備
状
況
や
課
題
に
向
け
た

県
の
対
応

・�

県
内
の
献
血
の
状
況
と
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

さ
れ
た
方
の
献
血
の
受
入
基
準
及
び
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
献
血
者
の
確
保
策

・�

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
不
安
解
消
に
向

け
た
対
応

・�

雇
用
調
整
助
成
金
の
現
況
と
今
後
の
取
組

・�

制
度
金
融
に
よ
る
資
金
繰
り
支
援
の
実
績

や
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
資
金
の
返
済
開
始
の

状
況
及
び
今
後
の
資
金
繰
り
支
援
へ
の
取
組

・�

県
独
自
の
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
状
況
と

今
後
の
観
光
事
業
者
へ
の
支
援
策

　
３
月
１６
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
防
衛
省

大
臣
官
房
審
議
官
岩
元
達
弘
氏
他
１０
名
を
参

考
人
と
し
て
招
致
し
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・
防
衛
省
の
公
害
防
止
協
定
へ
の
認
識

・�

漁
協
各
支
所
へ
の
説
明
内
容
や
参
加
者
の

反
応
及
び
漁
業
者
の
理
解
へ
の
所
見

・�
地
権
者
説
明
会
の
重
要
性
に
対
す
る
所
見

及
び
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組

・
地
元
住
民
説
明
会
へ
の
対
応
状
況

・�

周
辺
対
策
事
業
の
内
容

・�

地
域
振
興
や
漁
業
振
興
に
関
す
る
地
元
の

要
望
の
把
握
状
況

・�

地
元
自
治
会
長
等
と
の
面
会
の
際
に
、
九

佐
賀
空
港
・
有
明
海
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

州
防
衛
局
長
が
同
席
し
な
か
っ
た
理
由

・�

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
住
民
や
漁

業
者
の
声
に
対
す
る
所
見

・
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

・�

木
更
津
駐
屯
地
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用

状
況
及
び
今
後
の
配
備
計
画

・�

用
地
取
得
の
時
期
や
予
算
措
置
の
状
況

・
佐
賀
空
港
の
代
替
地
選
定
の
有
無

・
将
来
の
基
地
拡
張
の
予
定

・
目
達
原
駐
屯
地
の
今
後
の
役
割

　
３
月
１７
日
に
付
議
事
件
に
つ
い
て
執
行
部

に
対
す
る
委
員
会
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
武
雄
温
泉
・

長
崎
間
の
工
事
の
進
捗
状
況
と
開
業
時
期

の
見
通
し
及
び
事
業
費
と
佐
賀
県
負
担
額

の
累
計
額
と
今
後
の
見
込

・�

武
雄
温
泉
・
長
崎
間
を
運
行
す
る
新
幹
線

の
名
称
と
車
両
編
成
及
び
開
業
後
の
運
行

ダ
イ
ヤ
の
見
込

・�

佐
賀
空
港
を
通
る
ル
ー
ト
に
言
及
し
た
知

事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
言
の
根
拠
と
そ

の
影
響
及
び
様
々
な
ル
ー
ト
に
つ
い
て
鉄

道
局
と
協
議
す
る
こ
と
に
対
す
る
県
の
認
識

・�

関
西
直
通
の
実
現
性
が
な
い
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
に
拘
ら
ず
、
現
実
的
な
整
備

方
式
に
つ
い
て
鉄
道
局
と
協
議
を
進
め
る

こ
と
に
対
す
る
県
の
考
え
方

新
幹
線
問
題
対
策
等
特
別
委
員
会

▲	地域交流・県土整備常任委員会によるＳＡＧＡサンラ
イズパーク（ＳＡＧＡアクア）の視察（佐賀市）
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

お読みになった
ご感想やご意見を
お寄せください

「さが県議会だより」の次号は、９月１日発行です。

〒８４０−８５７０　佐賀市城内一丁目１番４５号
TEL	０９５２−２５−７３０６　　FAX	０９５２−２５−７２７９
E-mail　gikai@pref.saga.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.saga.lg.jp/gikai/

佐賀県議会事務局政務調査課

佐賀県議会 検　索 ➡➡県議会ホームページより、会議録・インターネット中継・録画放送などがご覧いただけます

佐賀県議会会議録
平成１１年以降の会議録を
検索できます。

http://www.db-search.
com/saga/index.php/

インターネット中継
本会議（委員会）の様子をリアルタイム
で視聴できます。
（開会中のみ）

https://www.pref.saga.
lg.jp/gikai/kiji0034826/
index.html

http://sy.pref.saga.lg.jp/
gikai/stream/usr/

録画放送
インターネット中継の日から３営業日後（土
日祝除く）を目途に公開しています。
平成30年４月以降の映像を公開しています。

委員会構成

本県議会前議長　桃崎　峰人　様（７１歳）は、令和３年３月５日（金）にご逝去されました。ここに謹んでお知らせいたします。

２月定例会で条例などが次のとおり可決されました。
《条例（２３件可決）》
○�佐賀県ふるさと寄附金基金条例の一部を改正する条例� �
（内容：企業版ふるさと納税の寄附金をより幅広く活用で
きることとなったため、複数年度にわたる事業計画など
柔軟な対応が可能となるよう、基金に積み立てることが
できることとする。）
○�佐賀県安心こども基金条例の一部を改正する条例� �
（内容：本基金で実施している幼児教育・保育無償化円滑
化事業の実施期間が、令和５年度末までであることから、
基金の存続期間を延長する。� �
〔現行〕令和３年６月３０日→〔改正後〕令和６年６月３０日）

○�佐賀県新型コロナウイルス感染症対応中小企業金融支援
基金条例� �
（内容：新型コロナ感染症拡大の影響を受けた県内中小企
業者に対し、金融上の支援を行うため、基金を新設する。
①信用保証料補助　②利子補給事業（原資は全額国庫））
� など
《意見書（２件可決）》
○新型コロナウイルスワクチンに関する意見書
○尖閣諸島周辺海域における安全確保を求める意見書

◆議長：藤木�卓一郎、副議長：原田�寿雄
◆常任委員会

委員会名（定数） 委員長 副委員長 委　員（年齢順）
総務常任委員会
（１０人、欠員１） 岡口�重文 西久保�弘克 石倉�秀郷、徳光�清孝、中本�正一、弘川�貴紀、藤木�卓一郎、

坂口�祐樹、一ノ瀬�裕子
文教厚生常任委員会
（１０人、欠員１） 古賀�陽三 池田�正恭 稲富�正敏、木原�奉文、定松�一生、宮原�真一、藤崎�輝樹、

木村�雄一、古川�裕紀
農林水産商工常任委員会
（９人） 川﨑�常博 野田�勝人 留守�茂幸、武藤�明美、大場�芳博、中倉�政義、土井�敏行、

古賀�和浩、江口�善紀
地域交流・県土整備常任委員会
（９人） 井上�常憲 井上�祐輔 石井�秀夫、八谷�克幸、原田�寿雄、冨田�幸樹、中村�圭一、

向門�慶人、下田�寛
◆議会運営委員会（定数１１）

委員長 副委員長 委　員（年齢順）

宮原�真一 古賀�陽三 石井�秀夫、武藤�明美、八谷�克幸、石倉�秀郷、木原�奉文、野田�勝人、
定松�一生、中本�正一、藤崎�輝樹

◆特別委員会
委員会名（定数） 委員長 副委員長 委　員（年齢順）

新型コロナウイルス感染症対策等特別委員会
（１２人、欠員１） 中倉�政義 下田�寛 八谷�克幸、大場�芳博、石倉�秀郷、井上�常憲、岡口�重文、

池田�正恭、古賀�和浩、一ノ瀬�裕子、木村�雄一
佐賀空港・有明海問題対策等特別委員会
（１２人、欠員１） 土井�敏行 中村�圭一 留守�茂幸、稲富�正敏、武藤�明美、野田�勝人、弘川�貴紀、

川﨑�常博、江口�善紀、坂口�祐樹、古賀�陽三
新幹線問題対策等特別委員会
（１２人） 木原�奉文 冨田�幸樹 石井�秀夫、徳光�清孝、定松�一生、中本�正一、西久保�弘克、

宮原�真一、藤崎�輝樹、向門�慶人、古川�裕紀、井上�祐輔
◆監査委員（定数１人）大場�芳博（令和３年４月２２日選任）
◆競馬組合議会議員（定数３人）石井�秀夫（令和元年５月１６日選出）、中倉�政義、宮原�真一（ともに令和３年４月２２日選出）
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